
1)実験データから平均値や分散（バラつき）を推定する方法 

→ 統計的推定 
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間違える可能性 

間違える可能性を小さくすると
推定値の幅は広がります 
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母集団の平均値μは、ｎ個の標本の平均値  、母集団の標準偏差σ
及び信頼度の閾値    で推定できる  )2/(Z
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サンプル数の算出式      

Z（𝛼/2） 

母集団の標準偏差σが不明な場合、標本の標準偏差Sを用いて以下の式で推定する            
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𝑥 − 𝑧 𝛼/2 𝜎/ 𝑛 < 𝜇 < 𝑥 + 𝑧 𝛼/2 𝜎/ 𝑛 のイメージ 
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標本のサンプル数ｎを増やしていくと 
母集団の平均値μに近づいて行く 
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